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【７・８月の行事より】  

７月 ２日（月）ヒメホタル観察（会員観察会）  

当初は 6 日（金）の予定でしたが、「ホタルが早く飛び始めている」とのことで早めに変更しました。

この変更が当たり、最近では一番見ごたえのある観察会となりました。参加者は 7 名です。 

初めに石割山登山口へ。ここでは橋付近でゲンジボタルが見られます。ただ、時間が早めなので、当

日も 8 時頃にはかなり飛んでいたのですが。11 時過ぎは少なくなっていました。その後、旭日丘別荘地

へ。こちらは 2 か所のポイントともヒメホタルが群舞し、参加者一同、満足して帰途につきました。 

７月 ９日（月）７月の月例会（会員集会） 

総会での決定による初めての月例集会で 16 名が集まりました。始めにプロジ

ェクターによるスライド映写で、エコウォークの新しいコースや雨天中止となっ

た御坂黒岳観察会の紹介等がありました。参加者一人一人が近況報告を行ったあ

と、総会で出されていた「ひらり等を借りて織りなどの体験が出来ないものか」

という意見について、場所と織り機の問題があるとのことで、ひらりについては

企画町づくり課、織り機については観光課に打診してみることになりました。 

また、今後の月例会の運営について、集会後、付近を歩いてみたらとか、会の

活動方法についての検討などが出され、地域の宣伝紙「フジマリモ」に紹介してもらうため、次回の集

会で集合写真を撮ることが連絡されました。 

７月１６日（月）梨ケ原散策（会員観察会） 

初めにヤナギラン群生地へ。残念ながら大半の花は咲き終わっていました。代

わりにカワラナデシコの鮮やかなピンクが目に入ります。辺りにはカワラマツ

バ・オカトラノオ・ノハナショウブ・チダケサシ・タチフ

ウロなど彩を添えていました。 

次に中央部の溶岩台地へ。目立つのはオオバギボウシ。

キキョウ・タカトウダイ・オミナエシ等も咲いていました。

中で珍しいのが小さな鈴を付けたようなスズサイコや穂状の部分がネバネバす

るネバリノギランです。花はこれからですがムラサキセンブリもあったようです。

ここからは山中湖も見えました。参加者は 15 名です。 

８月 ６日（月）８月の月例会（会員集会） 

前月同様、16 名が集まり、開会に先立って「フジマリモ」紙掲載用の集合写真を撮りました。 

はじめにスライドで梨ケ原観察会や中止となった大平山の花の様子、高指山のヒオウギの状況が説明

されました。また、須山さんが旅行された地中海沿岸の植物で日本でも外来種として生育している植物

のスライド紹介があり、佐伯明さんからは 7 月末に訪れた忍野村の高座山〜杓子山コースの紹介があり

ました。 

その後、意見交換が行われ、エコウォークや会員観察会についてコース開拓や実施回数の拡大を図る

こと、会員観察会への非会員の参加の条件等について、意見が出されました。 

今後、月例会は第一月曜日の開催を原則とすることとし、9 月は 3 日、10 月は 1 日となります。 

８月１８日（土） みさき散策コース（山中湖エコウォーク） 

富士山もくっきり望める絶好の観察日和に、山下さんのガイドでみさきを回りま

した。初めは様々な木の実について案内。みさきバス停ではチドリノキ・ミツデカ

エデ・ミツバウツギ、みさき入口ではコブシ・カツラ・アブラチャン。低木には蔓

で絡まりながらヘクソカズラやツルニンジンが咲いていま

す。残念なことに、入江で繁茂していたコオニビシが湖畔

からは全く見られません。四方に棘があるヒシの実だけが

少し浮いていました。キャンプ中で賑わう横を通り抜け、湿生地へ。足元一面

に広がるヤハズソウの葉をちぎってもらい、名前の由来を確認。草むらの中で

はピークを過ぎかけた巴形のトモエソウ、絶滅危惧種のエゾミソハギ、薄紫の

イヌゴマ、白色のオトコエシ、黄色のメマツヨイグサ等が目立ちます。奥へ分



け入ると希少種のヒメハッカも群生していました。天神社の森ではヌスビトハギの群生が目立ち、笹や

ぶの中にモミジガサが地味な花をかせていました。参加者は 14 名です。 

 

８月２９日（水）青木が原散策（会員観察会） 

須山さんのガイドで、一昨年と同様の富士風穴と大室山麓のブナ林を散策するコ

ースです。昨年は入らなかった富士風穴に入洞するということで、頭にはヘルメッ

ト、靴には軍足を被せる支度をしました。富士風穴は真っ暗で垂直な梯子を下って

の入洞です。足元は氷が張って滑ります。それでも猛暑を反映して氷は例年より少

ないとのことでした。精進口登山道に戻って大室山原生林

へ。ここは溶岩の洗礼を免れ、広葉樹の美しい林が広がり

ます。巨大なミズナラやブナ、カツラ。炭焼き窯跡で右手に曲がり本栖風穴へ。

ここは入れないので上から眺めるだけです。分かりにくい道を確認しながら本

栖第１、第２と 2 つの溶岩洞窟を回り、精進口登山道へ戻りました。途中、ハ

チの巣をねらった熊の爪痕や鮮やかな紅色のタマゴダケ等も見ることが出来ま

した。参加者は 12 名です。  

 

 ＊７月 ４日（水）の精進口登山道散策（会員観察会）と 

７月２８日（土）大平山ハイキングコース（エコウォ－ク）は雨天のため中止しました 

【「フジマリモ」紙に自然学校が紹介されました】 

８月１８日（土）発行の地域宣伝紙「フジマリモ」の 1 面に当会が紹介されました。８月６日の会員

集会で撮影された集合写真とこちらで提供したエコウォークのスナップ写真を入れ、エコウォーク等の

活動が説明されています。連絡先として会の電話番号を載せたところ、早速多数の問い合わせが来てい

ます。エコウォーク等の参加者増加につながることが期待されます。 

【９・10月の予定】 

９月 ３日（月） ９月・月例会（会員集会） 

集合場所：旭日丘公民館 

集合時間：午後１時３０分 

９月 ８日（土） 大平山ハイキングコース（山中湖エコウォーク） 

集合場所：長池親水公園駐車場（東側・平野側） 

集合時間：午前９時半（１３時半頃終了予定）  

９月１５日（土） 明神山ハイキングコース（山中湖エコウォーク） 

集合場所：山中湖交流プラザきらら管理棟 

集合時間：午前９時半（１３時頃終了予定）  

９月２６日（水） 水ケ塚～双子山散策（会員観察会） 

集合場所：「道の駅・須走」駐車場 

集合時間：午前９時（１５時頃終了予定） 

10月 １日（月）１０月・月例会（会員集会） 

集合場所：旭日丘公民館 

集合時間：午後１時３０分 

10月 ７日（日） 籠坂峠～ゴルフ場散策（会員観察会）←新しく追加した観察会です！ 

集合場所：加古坂神社前駐車場 

集合時間：午前９時半（１３時半頃終了予定） 

10月１３日（土） 石割山ハイキングコース（山中湖エコウォーク） 

集合場所：山中湖交流プラザきらら管理棟 

集合時間：午前９時半（１３時半頃終了予定）  

10月２７日（土） 大洞山・立山ハイキングコース（山中湖エコウォーク） 

集合場所：旭日丘駐車場（ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝと ENEOSの間） 

集合時間：午前９時半（１４時頃終了予定）  

→いずれも、参加される方は事前に事務局までご連絡下さい 


